
  大観覧車 ２０１１年２月施工内容   

朽ちない果てない「バリュー工法」 

【酸化防止持続処理】 

○施工前状況 

      

 

○ケレン後、ミラクルプライマー塗布にて酸化防止持続処理 

      



○下地処理 グラスファイバーにて補強及び朽ちた個所の補強準備 

      

 

○グラスファイバー貼りつけた後、再度ミラクルプライマーを塗布 

      

 

 

 



○朽ちた個所の形成が完了した後、仕上げ工程を実施 

      

 

○酸化防止持続処理及び補強完了 

      

 

 

 



○補強及び形成が完了 

      

 

○鉄部に直接塗布でき、耐久性・接着強度及び防錆効果に優れ、錆止めが不要 

      

 

 

 



（酸化防止持続処理） 

従来のサビ止め処理では、ある期間が経過すれば、再び錆びは浮いてくことがあた

りまえとされてきました。特に海岸沿いに面した場合、塩害による腐食は特に早く

進行します。 

従来のさび止め処理後、トップコートを塗布した状態でも、早ければ３ヶ月でサビ

が浮き、補修が必要な状態でありました。 

 

今回のミラクルプライマーによる施工後、平成 26年 9月現在、3年 7ヶ月経過しま

したが、サビが浮いてこない状況を保っております。 

 


